
主な内容

◦子育てに優しい町をめざして
　川西町版ネウボラの推進
◦奈良県と川西町のまちづくり
　連携協定

今月の表紙

８月６日に川西町立中央体育
館にて開催された、川西夏フ
ェスタ2016
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川
西
町
の
少
子
高
齢
化
と

　
人
口
減
少
の
現
状
　

　
川
西
町
の
人
口
に
お
け
る
年

少
人
口
（
15
歳
未
満
）
の
比
率

は
、
平
成
17
年
の
１
２
．
５
６

％
か
ら
、
平
成
27
年
に
は

１
２
．
０
８
％
に
減
少
。
老
年

人
口
（
65
歳
以
上
）
は

２
１・
６
３
％
か
ら
３
０
．

７
８
％
へ
増
加
し
、
川
西
町
も

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。（
両
年
と
も
10
月
1
日
現

在
の
数
。
奈
良
県
統
計
課
年
齢

別
人
口
調
査
よ
り
）
川
西
町
の

人
口
は
何
も
対
策
を
打
た
な
け

れ
ば
、
２
０
６
０
年
に
は
約

４
０
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
に
準
拠
）
こ
う
し
た
現
状
を

踏
ま
え
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

達
や
こ
れ
か
ら
川
西
町
で
暮
ら

す
人
た
ち
の
た
め
に
、
今
、
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
時
が

来
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
町
が
で
き
る

　
子
育
て
支
援
は
何
か

　
こ
れ
ま
で
、
町
で
は
多
く
の

事
業
を
通
じ
て
出
産
前
か
ら
子

育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
各
課
同
士
の

つ
な
が
り
が
薄
く
、
受
け
持
ち

以
外
の
事
業
を
紹
介
で
き
ず

に
、
子
育
て
に
関
す
る
支
援
に

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
方
が
お
ら

れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
川
西

町
に
は
、
子
育
て
に
困
っ
て
い

る
人
た
ち
の
た
め
に
無
償
で
尽

力
さ
れ
て
い
る
マ
マ
や
、
自
主

的
に
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
作

り
、
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
る

マ
マ
が
い
ま
す
。

　
「
子
育
て
に
や
さ
し
い
町
」

と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
町
に
な

る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
「
や
さ

し
い
輪
」
を
子
育
て
し
て
い
る

方
に
つ
な
げ
て
、妊
娠
、出
産
、

子
育
て
ま
で
連
続
し
た
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

「
川
西
町
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
推
進

　
川
西
町
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
ネ
ウ
ボ
ラ
を
参
考
に
、妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な

い
支
援
を
お
こ
な
う
た
め
「
川

西
町
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
推
進
し

ま
す
。

　
子
育
て
関
連
の
担
当
者
は
、
担

当
以
外
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
勉

強
会
を
お
こ
な
い
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
と
最

初
の
出
会
い
と
な
る
「
妊
娠
・

出
産
期
」
の
支
援
を
拡
充
し
、

新
し
い
事
業
や
取
り
組
み
を
始

め
ま
す
。

　
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は

　　
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
福
祉
大
国
で

あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
「
子
育

て
家
庭
を
中
心
と
し
た
ひ
と
つ

な
が
り
の
子
育
て
支
援
制
度
」

の
こ
と
で
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

語
で
「
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

場
所
」
を
意
味
し
ま
す
。
妊
娠

か
ら
出
産
・
子
育
て
に
お
け
る

様
々
な
助
言
や
支
援
を
行
う
制

度
で
す
。

子育てにやさしい
町を目指して

川西町は子育て世代を応援します

「川西町版ネウボラ」の推進

川西町の少子高齢化が進むなか、町全体
で子育てを応援し支えていく時期にきて
います。川西町では、子育て世帯が暮ら
しやすい町を目指し、「川西町版ネウボラ」
を開始します。

問合せ　健康福祉課
　　　　☎0745（44）2631
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生まれてくる赤ちゃんが快適なお部屋で過ごせるよう
にレイアウトをコーディネートしたり、赤ちゃんグッ
ズをムダなく揃えるコツを伝授したり、希望があれば
パパやおじいちゃん、おばあちゃんにも赤ちゃんの心
臓の音を聞いてもらって、「やっと会えたね」と家族
が笑顔で赤ちゃんを迎えられるようなお手伝いもしま
す。もちろん、不安や心配事の相談にも応じます。

　病院で「発達障害（疑い）」と診断されたけど、「家
庭でどのように発達を促していけばいいのか」「気に
なる行動があるときに、どんな対応をすればいいのか」
そんな不安に対する相談に、専門職が応じ、一人ひと
りの特性や成長に合わせた個別療育を行い、家庭でも
できるように指導します。

「もっと温かい雰囲気で妊婦さんや赤ちゃんをお迎え
したい」そんな思いからネウボラルームを作りました。
これから生まれてくる赤ちゃんのいろんな不安に専門
職が相談に応じます。悩みがない方も専門職と会話す
るだけでも、ストレス解消
や地域の情報を得ることが
できると思います。ぜひ、
ネウボラルームに足を運ん
でみてください。

平成28年度からスタートする新事業

相談室（ネウボラルーム ) の設置
妊産婦さんや赤ちゃんのための相談
室が新しくなります。

助産師の配置
保健センタースタッフに助産師が加
わりました。毎週木曜日に、おっぱ
いの相談等ができるようになります。

母乳相談等費用助成
3000円分の助成券をお渡しします。

妊婦歯科健診の実施
保健センターで無料の歯科検診を行
います。

個別療育事業開始（５月）
発達障害の診断をもつ子どもさんを
対象に臨床心理士が一対一で訓練を
行います。

妊婦全戸訪問
訪問を希望するすべての妊婦さんに、
育児パッケージを持って、訪問します。

子育て支援ハンドブックの作成
児童手当や福祉医療担当の職員など、
各窓口が子育てコンシェルジュとな
りサービスを紹介できる体制を作り
ます。（職員間で学習会を定期的に行
います。）子育て支援ハンドブックは
ホームページに掲載しています。

保健センターでは町民皆
さんの健康を願い様々な
事業を行っています。
ここでは妊娠期から出
産・育児まで切れ目ない
相談 ･ 支援を行える体制
づくりの一環として始める新たな事業をご紹介します。

「母乳で育てたいけど足りてない？」「赤ちゃんがうま
く飲んでくれない」「おっぱいが張って痛い」このよ
うな問題が起こったとき、助産院を受けた時の費用の
一部を川西町が助成するサービスを始めます。詳しく
は保健センターまでお問い合わせください。

川西町にお住まいのハンドメイド作家さんと助産師・
保健師がコラボして考案しました。ママでもあるハン
ドメイド作家さんの気遣いと知恵がつまった自慢の育
児パッケージです。素材
やデザインにこだわった
おむつポーチ、スタイ、
マルチケットが入ってい
ます。妊婦訪問を利用さ
れた方にお届けします。

ネウボラ
ポイント

ネウボラ
ポイント

ネウボラ
ポイント

ネウボラ
ポイント

ネウボラ
ポイント

希望するすべての妊婦さんを
助産師が訪問します

奈良県で初めて ABA（応用行動分析学）
による個別療育教室事業をはじめます

保健センターに
相談室(ネウボラルーム)ができました！

母乳相談費用等助成事業を
はじめます

川西町版育児パッケージを
プレゼントします！
( 妊婦訪問を利用された方が対象 )

保健センター
☎0745（43）1900
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子育て支援センター内に相談室をリニューア
ルし、子どもと一緒に遊びに来られたときに
気軽に子育てなどについての相談ができるよ
うにします。
子育て支援員の資格を持つ保育士が個別ニー
ズを把握し、情報提供や相談、関係機関との
連絡調整などを行えるようにします。

子育て相談について
相談は無料で、秘密は厳守されます。お気軽
にお問い合せください。
　▶対象者　　０歳～就学前の親子
　▶相談方法　【来所訪問】
　　　　　　　センター内の相談室にて応じます。
　　　　　　　【訪問相談】
　　　　　　　ご希望により相談員が伺います。
　　　　　　　【電話相談】
　　　　　　　電話にて相談に応じます。
　　　　　　　0745（43）2774
　▶相談員　　臨床心理士・保育師・保健師
　▶相談日時　火・水・金・土曜日
　　　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　　　水曜日
　　　　　　　午前９時～11時30分

子育てについて
「困ったな」
「これでいいのかな」
「不安だな」
「お友達を作りたい」
こんなときは
子育て親子が集う子育て支援センターに
まずは出かけましょう。
スタッフが力を合わせてサポートします。

　８月３日
（水）、子

育て支援セ

ンターにて
、ひだまり

交流会が

開催されま
した。町内

在住者を

中心に76
組152名の

親子が参加

し、スイカ
割りや流し

そうめん

など、夏の
イベントを

楽しみま

した。

　今年のひ
だまり交流

会は、子

育て親子の
交流のほか

、川西町

版ネウボラ
を皆さんに

知ってい

ただき、こ
れからネウ

ボラに関

わり、皆さ
んの子育て

を応援す

る町の職員
や民生委員

の方とも

交流してい
ただきまし

た。

各種講座やイベントを行っています！おもちゃで遊べる屋内広場もあるので遊びに来てください！

子育て支援
センター
☎0745（43）2575

ネウボラ
ポイント

相談室をリニューアルします
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妊娠から、出産後の子育てまで、
川西町で受けることができる子育
て支援を順番に見てみましょう。
川西町では、このほかにも子育て
を応援する事業を行っています。
気軽にお問合せください。

1

４

７

２

５

８

３

６

９

母子手帳をもらう

歯の検診を受ける

赤ちゃん訪問を受ける

子育てケアプランを
つくる

妊婦訪問を受ける

母乳相談費の
助成を利用

ママパパ教室を受講

出生届を出す

妊娠したら

赤ちゃんが生まれたら

子育て支援センターを
利用する

産婦人科で妊娠の確定診断を
受けたら、保健センターで母
子手帳をもらいましょう。

妊娠中は普段より、虫歯や歯
茎の病気が進みやすくなりま
す。虫歯と歯周病の予防に取
り組みましょう。

助産師と保健師がご自宅を訪
問し、赤ちゃんの計測等をし
ます。また赤ちゃんとの遊び
方や体操、予防接種の受け方
の紹介など、子育て支援の情
報提供を行います。

母体や出産に関する悩みや希
望などを伺いながら、必要に
応じてケアプランを個別に作
ります。

助産師がご自宅に訪問しま
す。胎児心音の確認をしたり、
出産に向けての準備を一緒に
考えたりします。

母乳のことで困ったら、助産
院などでおっぱいマッサージ
や母乳育児相談を受けましょ
う。川西町では費用の一部を
助成します。

赤ちゃんのお話、妊婦体験や
沐浴体験もあります。おじい
ちゃんやおばあちゃんの受講
も大歓迎です。

出生後14日以内に、役場住民
保険課へ出生届を提出しまし
ょう。

子育て支援センターでは、子
育て親子の遊び場と交流の場
を提供しています。ファミリ
ーサポート事業として、子ど
もの一時預かりの支援なども
行っています。
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な
ど
の
公
共
工
事
の
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
や
町
全
体
の

賑
わ
い
や
交
流
を
創
出
す
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
ま

ち
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
取

組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

奈
良
県
か
ら
財
政
・
技
術
・
情

報
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
様
々
な
面

で
支
援
を
受
け
、
将
来
に
向
け

た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
、
多
様
な
テ
ー
マ・視
点
で
、

住
民
の
み
な
さ
ま
と
考
え
て
い

き
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
「
川
西
町
は
、
古
く
は
水
陸

運
や
農
業
の
町
と
し
て
発
展

し
、
近
年
に
お
い
て
は
住
宅
・

土
地
開
発
や
工
業
団
地
の
誘
致

に
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
田
園
都

市
機
能
を
備
え
た
緑
豊
か
な
町

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

地
域
の
活
力
低
下
な
ど
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
協

定
を
締
結
い
た
し
ま
す
近
鉄
結

崎
駅
周
辺
地
区
は
、
町
内
唯
一

の
鉄
道
駅
が
あ
る
「
ま
ち
の
玄

関
口
」
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回

の
協
定
に
基
づ
い
て
、
県
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
結

崎
駅
お
よ
び
駅
周
辺
の
整
備
を

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
同
時
に
、
ま
ち
の
魅
力

に
つ
き
ま
し
て
も
、
県
と
協
働

し
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
駅
周
辺
か
ら
ま

ち
全
体
に
賑
わ
い
が
広
が
っ
て

い
く
よ
う
、「
川
西
町
ら
し
い

駅
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

（
締
結
式
の
竹
村
町
長
挨
拶
よ

り
抜
粋
）

　
平
成
28
年
８
月
２
日
（
火
）、

奈
良
県
と
川
西
町
は
「
ま
ち
の

玄
関
口
」
で
あ
る
近
鉄
結
崎
駅

周
辺
地
区
に
つ
い
て
協
働
で
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、「
奈
良
県
と
川
西
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
協
定

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
奈
良
県
が
推

進
す
る
い
わ
ゆ
る
“
奈
良
モ
デ

ル
”の
取
組
み
の
１
つ
と
し
て
、

平
成
26
年
度
に
創
設
さ
れ
た
制

度
で
す
。
人
口
の
急
激
な
減
少

と
高
齢
化
を
ふ
ま
え
、
地
域
性

を
活
か
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
前
向

き
で
ア
イ
デ
ア
や
熱
意
の
あ
る

市
町
村
に
対
し
て
、
奈
良
県
と

連
携
協
定
を
締
結
し
、
協
働
で

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
く
も
の

で
す
。

　
川
西
町
で
は
平
成
32
年
度
の

完
了
を
目
標
に
結
崎
駅
周
辺
整

備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定

で
は
、
駅
周
辺
の
施
設
や
道
路

奈良県と川西町の
まちづくり連携協定

みらいのまちづくりへの、新たな一歩

（写真左より、竹村町長、荒井知事）
奈良県庁の記者会見室にて、荒井知事と竹村町長による包
括協定締結式が行われました。協働でまちづくりを進めて
いく第１歩が踏み出され、みらいへのまちづくりがスター
トします。

問合せ　総合政策課
　　　　☎0745（44）2213 
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昭和40年代から大阪・京都のベッドタウンとして発展し
てきた川西町・結崎駅周辺地区は、社会情勢・構造の変化
や時代の移り変わりにより、大きな転機を迎えています。
未来へ向けたまちづくりを目指して、近隣市町との差別化
を図った「川西町らしい駅・まちづくり」をどう実現して
いくか、多様な視点で考えていきます。

「まちの玄関口」となる駅前広場を整備し、車
両の循環や乗り降りなどにおける機能の強化を
図ります。駅前広場へのバイパス道路や、駅東
側からのアクセスも検討します。

駅周辺の歩行者の安全確保や車両の円滑な交通
のため、踏切の改良や歩車道の整備を進めます。

地域および町全体の賑わいや交流を促進するため、
空間や施設の整備や、「食」や地場産業を活用した
イベント等の開催について検討を進めます。

包括協定書と、まちづくりの基本的な考え方をま
とめた資料「川西町のまちづくりについて」は、
上記 QR コードから川西町ホームページでご覧い
ただけます。

川西町ホームページ
QRコード

これからの結崎駅周辺地区

近鉄結崎駅周辺地区まちづくりイメージ図

ポイント１

ポイント２

ポイント３
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川
西
町
で
は
次
の
２
つ
の
給
付

金
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
対
象
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
方
に
は
9
月
15

日
ま
で
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※�
申
請
書
が
な
い
方
で
も
条
件
に

該
当
し
て
い
る
方
は
、
申
請
書
以

外
の
必
要
書
類
を
持
っ
て
申
請

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
４
月
に
実
施
し
た
消

費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
所
得
の
少

な
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
の
給
付
金
で
す
。 

支�

給
対
象
者　
原
則
、
次
の
①
～
③

の
全
て
に
該
当
す
る
人

　

�

①
平
成
28
年
度
の
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
。
課
税
さ
れ

て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
／

②
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
、

川
西
町
に
住
民
票
が
登
録
さ
れ

て
い
る
人
／
③
生
活
保
護
を
受

給
し
て
い
な
い
人

支�

給
金
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き

３
千
円

　
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い

所
得
が
少
な
い
年
金
受
給
者
の
方
を

　
7
月
13
日
（
水
）
奈
良
県
庁
に
お

い
て
、
川
西
町
、
三
宅
町
及
び
田
原

本
町
3
町
並
び
に
奈
良
県
が
、
磯
城

郡
３
町
で
広
域
的
に
水
道
事
業
を

経
営
す
る
事
業
体
の
設
立
に
向
け
、

協
力
し
て
取
り
組
む
旨
の
覚
書
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
奈
良
県
内
の
水
道
事
業
は
、
今
後

の
水
需
要
減
少
に
伴
う
収
益
の
減

少
や
施
設
老
朽
化
に
伴
う
費
用
更

新
の
増
大
、
職
員
減
少
に
よ
る
技
術

力
の
低
下
な
ど
の
課
題
に
直
面
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
磯
城
郡
３
町
で
は
、
水
源
を
県
営

水
道
に
切
り
替
え
る
「
県
水
転
換
」

を
契
機
に
、
直
結
配
水
や
配
水
地
の

集
約
な
ど
施
設
の
共
同
化
を
軸
と

し
た
広
域
化
を
図
り
ま
す
。
今
後
の

給
水
原
価
の
上
昇
を
抑
制
で
き
る

と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も

と
に
、
施
設
整
備
の
計
画
策
定
と
と

も
に
、
組
織
体
制
を
一
体
化
し
、
経

営
の
合
理
化
、
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
の
具
体
的
な
検
討
、
協
議
を

開
始
す
る
た
め
の
覚
書
を
締
結
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

◀
写
真
①
：
右
か
ら
荒
井
県
知
事
、
森
町
長
（
田
原
本
町
）、
竹
村
町
長
（
川
西
町
）、

　
北
野
副
町
長
（
三
宅
町
）　
写
真
②
：
締
結
式
の
様
子

支
援
す
る
た
め
の
給
付
金
で
す
。

支�

給
対
象
者　

平
成
28
年
度
臨
時

福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の

う
ち
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
。
高

齢
者
向
け
給
付
金
（
３
万
円
）
の

受
給
者
は
除
き
ま
す
。

支�

給
金
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き

３
万
円

　

左
記
の
申
請
に
関
す
る
項
目
は

２
つ
の
給
付
金
に
共
通
で
す
。

申�
請
方
法　

必
要
書
類
を
そ
ろ
え

て
申
請
窓
口
（
役
場
１
０
１
会
議

室
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申�

請
期
間　

9
月
15
日
（
木
）
～    

12
月
15
日
（
木
）
※
土
日
・
祝
日

を
の
ぞ
く　
午
前
8
時
30
分
～
12

時
／
午
後
１
時
～
４
時

申�

請
に
必
要
な
も
の　
①
申
請
書（
役

場
窓
口
で
発
行
し
ま
す
）
／
②
印

鑑
／
③
振
込
先
の
通
帳
の
コ
ピ
ー

（
金
融
機
関
名
、
支
店
名
、
口
座
番

号
、
名
義
人
等
が
わ
か
る
ペ
ー
ジ
）

／
④
対
象
者
全
員
分
の
身
分
証
明

書（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
等
）

の
コ
ピ
ー
／
⑤
町
外
の
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
は
、
扶
養
者
の
平

成
28
年
度
課
税
証
明
書
／
⑥
年
金

証
書
（
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

の
対
象
者
の
み
）

健康福祉課
☎0745（44）2631

上下水道課
☎0745（44）0331

臨時福祉給付金及び
障害・遺族年金受給者向け給付金について

磯城郡における水道事業の広域化に関する覚書締結式

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金

各
給
付
金
の
申
請
に
つ
い
て

覚
書
締
結
に
至
る
経
緯

写真①

写真②
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川
西
町
で
は
、「
住
民
参
加
で
開

か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
お

り
、
自
分
た
ち
の
力
で
地
域
の
課
題

を
解
決
し
、
地
域
の
活
力
を
生
み
出

そ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
を

応
援
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
思
い
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
、
仲
間
と

一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

　

平
成
29
年
度
に
実
施
す
る
事
業

で
地
域
資
源
の
活
用
や
地
域
課
題

の
解
決
を
目
的
と
し
、
グ
ル
ー
プ
や

団
体
が
自
主
的
に
取
り
組
む
ま
ち

づ
く
り
活
動
（
町
内
で
実
施
）
で
次

に
該
当
す
る
事
業
を
補
助
し
ま
す
。

①�

地
域
振
興
に
資
す
る
と
認
め
ら

れ
る
事
業
…
上
限
30
万
円

②�

環
境
及
び
景
観
の
保
全
に
資
す

る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
…
上
限

10
万
円

　

広
報
川
西
6
月
号
で
募
集
を
行

っ
た
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
工

事
に
対
す
る
費
用
の
補
助
に
つ
い

て
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。
補
助
に

関
す
る
詳
し
い
要
件
等
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対�

象
住
宅　

次
の
要
件
す
べ
て
に

当
て
は
ま
る
住
宅
（
①
町
内
に
あ

る
木
造
住
宅
、
②
階
数
が
２
階
以

下
、
③
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
も
の
、
④
延
べ
床

面
積
が
お
お
む
ね
２
５
０
㎡
以

下
の
も
の
）

助�

成
額　

１
つ
の
対
象
住
宅
に
つ

き
、
診
断
費
用
を
助
成

募
集
戸
数　
2
戸
（
先
着
順
）

募
集
期
間　
9
月
15
日
（
木
）
～　

　
12
月
23
日
（
金
）

対�

象
住
宅　

本
町
の
耐
震
診
断
制

度
の
対
象
住
宅
で
、
町
が
実
施
す

る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
ま
た

は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
効
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
耐
震
診

断
で
診
断
結
果
が
１
．０
未
満
と

診
断
さ
れ
た
住
宅
。

条�

件　
耐
震
診
断
結
果
が
１
．０
未
満

と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
１
．０
以
上

と
す
る
耐
震
改
修
工
事
、
ま
た
は
、

０
．７
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を

０
．７
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事

で
あ
り
、
平
成
29
年
3
月
31
日
ま

で
に
工
事
が
完
了
す
る
も
の
。

助�

成
額　
事
業
対
象
建
築
物
１
棟
あ

た
り
の
補
助
金
の
額
は
、
50
万
円

以
上
の
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た

費
用
に
23
％
を
乗
じ
て
得
た
額（
千

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
る
も
の
と

す
る
。）
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
額

が
20
万
円
未
満
の
と
き
は
20
万
円

と
し
、
50
万
円
を
超
え
る
と
き
は

50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

募�

集
戸
数　
2
戸
（
先
着
順
）

募
集
期
間　
9
月
15
日
（
木
）
～　

　
12
月
23
日
（
金
）

　

耐
震
診
断
又
は
耐
震
改
修
工
事

は
平
成
28
年
度
内
に
完
了
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
耐

震
改
修
工
事
及
び
診
断
は
契
約
の

締
結
前
に
補
助
金
の
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

③�

地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
と
認

め
ら
れ
る
事
業
…
上
限
10
万
円

※�

審
査
会
で
の
審
査
を
経
て
、
交
付

決
定
し
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
団
体

　
川
西
町
内
に
住
所
を
有
し
、
5
人

以
上
で
構
成
さ
れ
、
活
動
場
所
が
町

内
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
組
織
運
営
に
か
か

る
規
約
や
会
計
規
則
な
ど
を
有
し
、

代
表
者
、
役
員
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法

申
請
期
間
：
10
月
３
日
（
月
）
～

　
11
月
30
日
（
水
）　

申�
請
用
紙
の
入
手
方
法
：
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
役
場
総
合
政
策

課
窓
口
で
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

申�

請
手
続
：
募
集
要
項
を
参
照
の

上
、
申
請
期
間
内
に
持
参
ま
た
は

郵
送
（
締
切
日
必
着
）
し
て
く
だ

さ
い
。

申�

請
先
：
総
合
政
策
課
（
〒
６
３
６

︱
０
２
０
２　

川
西
町
結
崎
28

番
地
の
1　

川
西
町
役
場
総
合

政
策
課
） 

申�

請
書
書
き
方
講
座
：
補
助
金
の
概

要
、
申
請
書
の
書
き
方
、
審
査
方

法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

�【
日
時
】
10
月
２
日
（
日
）　
午
前

10
時
～
12
時
【
場
所
】
役
場
研
修

室
Ａ

総合政策課
☎0745（44）2213

総合政策課
☎0745（44）2213

あなたのチャレンジ、応援します！
まちづくり補助金について

耐震診断・耐震改修工事の補助について

耐
震
診
断

ご
注
意

耐
震
改
修
工
事

▲平成28年度　面塚さくら祭り
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川
西
町
で
は
先
の
大
戦
を
は
じ

め
と
す
る
幾
多
の
戦
火
に
よ
っ
て

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
を
心
か
ら

追
悼
し
、
英
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
戦
争
の
悲
惨

さ
を
風
化
さ
せ
ず
、
次
世
代
に
語
り

継
ぎ
、
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈
念
す

る
た
め
、
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
の
参
列
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日�

時　
10
月
6
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～

場�

所　

川
西
文
化
会
館
け
や
き
ホ

ー
ル

次
第　
①
開
会
の
辞

　
　
　
②
国
歌
斉
唱

　
　
　
③
慰
霊
黙
祷

　
　
　
④
式
辞
（
町
長
）

　
　
　
⑤
追
悼
の
辞

　
　
　
⑥
献
花

　

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
で

は
、
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生

徒
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学

や
療
育
・
教
育
に
つ
い
て
の
教
育
相

談
並
び
に
体
験
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
教
育
相
談

小�

学
部　
毎
週
火
・
水
曜
日

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

�

毎
週
月
・
金
曜
日

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

中�

学
部　
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日　

午
前
9
時
40
分
～
12
時

高�

等
部　

個
別
に
随
時
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
午
前
9
時
40
分
～
11
時
40
分

※�

他
の
曜
日
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
体
験
学
習

小
学
部　
10
月
21
日
（
金
）

　
対
象
者
：
来
年
度
就
学
の
幼
児

中
学
部　
火
・
木
・
金
曜
日　

　
個
別
に
随
時
実
施

高
等
部　
個
別
に
随
時
実
施

※�

い
ず
れ
も
、
電
話
で
の
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

問�
合
せ　

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護

学
校
（
天
理
市
庵
治
町
３
５
８
︱

１
）

　
☎
０
７
４
３（
64
）３
０
８
１

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で

は
、平
成
29
年
度
に
入
学
（
転
入
学
）

を
希
望
す
る
障
害
の
あ
る
幼
児
児

童
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
肢
体

不
自
由
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体

験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
で
は
奈
良
県
内
全
域

を
対
象
に
、
訪
問
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
障
害
が
重
い
、
病
気
な
ど
健

康
上
の
理
由
、
或
い
は
家
庭
の
都
合

な
ど
で
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
の

困
難
な
児
童
の
家
庭
に
教
員
が
訪

問
し
て
行
う
教
育
で
す
。

小
学
部

日�

時　
10
月
17
日
（
月
）

　

�

午
前
９
時
20
分
～
午
後
１
時
（
給

食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。）

場
所　
奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

対�

象　

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼

児
児
童
と
保
護
者
及
び
関
係
者
。

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ

る
幼
児
児
童
と
保
護
者
及
び
関

係
者
。（
当
日
参
加
が
困
難
な
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

申
込
み
締
切
り　
10
月
5
日
（
水
）

問�

合
せ
・
申
込
み　
奈
良
県
立
明
日

香
養
護
学
校
（
高
市
郡
明
日
香
村

川
原
４
１
０
）　
蒲
生

　
☎
０
７
４
４（
54
）３
３
８
０

追悼式の祭壇（写真は昨年度）

奈良県護国神社の協力による『戦没者地点図』
の展示（写真は昨年度）

　
　
　
⑦
町
長
挨
拶

　
　
　
⑧
遺
族
代
表
謝
辞

　
　
　
⑨
閉
会
の
辞

　　
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
、
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ま
に
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
る
よ
う
、
小
学
生
が
作

成
し
た
平
和
ポ
ス
タ
ー
や
修
復
を

行
な
っ
た
英
霊
名
簿
の
展
示
を
行

う
予
定
で
す
。（
展
示
内
容
は
予
告

な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

ま
た
、
当
日
に
使
用
す
る
献
花
に
つ

い
て
は
、
追
悼
式
終
了
後
に
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

追
悼
式
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

式
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

健康福祉課
☎0745（44）2631

教育総務課
☎0745（44）2684

平成28年度川西町戦没者追悼式を開催します

奈良県立二階堂養護学校　
奈良県立明日香養護学校　からのお知らせ

ご
遺
族
以
外
の
方
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校

教
育
相
談
並
び
に
体
験
学
習

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

(

小
学
部)

の
体
験
学
習
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請求機関の名称・�
申出者の氏名

請求事由・�
利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

株式会社マーケティング・リサーチ・サービス
代表取締役　永井　孝由
（国土交通省の業務委託を受けての申出）

大和川河川環境整備事業に関
するアンケート調査の対象者
を抽出するため

平成27年6月25日 町内全域の満20歳以上の男女計31名

一般社団法人新情報センター
理事　安藤　昌弘
（環境省地球環境局の業務委託を受け
ての申出）

「ライフスタイルのあり方に関
する世論調査」の実施の対象
者を抽出するため

平成27年7月28日 吐田住民の満20歳以上の男女計20名

株式会社長大奈良事務所
所長　細川　剛志
（奈良県より業務委託を受けての申出）

「なら健康長寿基本計画にかか
る健康指標調査分析業務」の
実施の対象者を抽出するため

平成27年8月20日
満20～39歳、40～64歳、65～74歳、
75歳以上の４年齢階層別の男女計
135人

国立研究開発法人　国立がん研究センター
理事長　堀田　知光
（厚生労働省の指示を受けての申出）

厚生労働大臣が指定する拠点
病院等における生存率・治療
効果等の把握のため

平成27年12月1日
国立がんセンターから送付された交付
リストに記載されている、平成21年お
よび平成23年の予後不明例の計23名

自衛隊奈良地方協力本部
橿原地域事務所長　西尾　智司

自衛官等の募集に伴う広報の
ため 平成28年1月4日

平成６年４月２日から平成７年４月１
日までの間に生まれた男女
・�平成10年４月２日から平成11年４
月１日までの間に生まれた男女
・�平成13年４月２日から平成14年４
月１日までの間に生まれた男子

※この公表は住民基本台帳法第11条第３項及び第11条の２第12項に基づき掲載するものです

　
遺
言
を
残
し
た
り
、
土
地
・
建
物

や
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
、
慰
謝
料
な
ど
に
つ
い
て
契
約
書

を
作
成
し
た
り
し
て
も
、
後
に
な
っ

て
、
そ
の
文
書
の
内
容
が
不
明
確
で

あ
る
、
要
件
を
欠
い
て
い
る
等
に
よ

り
紛
争
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
書
類
を
公
正
証
書
に
し
て

お
く
と
安
心
で
す
。
特
に
、
金
銭
の

貸
借
や
養
育
費
の
支
払
い
等
で
は
公

正
証
書
に
す
れ
ば
裁
判
を
せ
ず
に
直

ち
に
強
制
執
行
手
続
に
移
行
で
き
る

と
い
う
強
力
な
効
力
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
老
後
を
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
遺
言
や
任
意

後
見
契
約
の
公
正
証
書
を
作
成
す

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
正
証
書
は
、
法
務
大

臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
公
証
人

が
作
成
す
る
も
の
で
、
公
文
書
と
し

て
強
い
証
拠
力
、
執
行
力
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
秘
密
も
厳
守
さ
れ
、
更

　平成28年「秋の交通安全県民
運動」が、9月21日（水）～30
日（金）の10日間実施されます。
期間中、住民やドライバーの皆
さんの交通安全意識が高まるよ
う、交通指導取締りのほか、関
係機関と連携し、広報啓発活動
を展開していきます。
　平成27年中は、県内では交通
事故で46人の方がお亡くなりに
なっており、次のような特徴が
挙げられます。①65歳以上の高
齢者が全体の約4割（46人中19
人）　②道路を横断中の歩行者が
被害に遭う事故が多発　③車両
単独の路外逸脱事故が多発
　皆さんも、この機会に、ご家
庭で交通安全について話し合う
機会を持っていただき、交通事
故の加害者にも、被害者にもな
らないように努めましょう。　
　総務課　☎0745（44）2211

に
原
本
は
公
証
役
場
で
保
存
し
ま

す
の
で
、
紛
失
・
偽
造
の
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。
公
正
証
書
作
成
に
関
し

て
の
ご
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
い
つ
で
も
お
気
軽
に

次
の
公
証
役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
証
役

場
で
。　“
遺
言
と
任
意
後
見
で
老
後

の
安
心
設
計
を
!!
”

相�

談
日
時　

毎
週
月
曜
日
～
金
曜

日
（
祝
日
は
除
く
）
午
前
9
時
～

12
時
／
午
後
1
時
～
4
時
30
分

場
所
・
問
合
せ

・
奈
良
合
同
公
証
役
場

　

�（
奈
良
市
内
侍
原
町
６　
奈
良
県

林
業
会
館
3
階
）

　
☎
０
７
４
２（
22
）２
９
６
６

・
高
田
公
証
役
場

　

�（
大
和
高
田
市
大
中
98　
お
が
わ

ビ
ル
２
階　

大
和
高
田
市
役
所

東
隣
）

　
☎
０
７
４
５（
22
）７
１
６
６

住民保険課
☎0745（44）2611

住民保険課
☎0745（44）2611

平成27年度住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況

10月1日から7日までは
「公証週間」です

秋の交通安全県民運動
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お世話になった地域の方々、民生委員の皆様、
ありがとうございました。

流しそうめん無事終わりました。

日　　時 内　　容 場　　所

　９月

１日（木）
　10：00〜11：30 子 育 て講座 子育て支援

セ ン タ ー

６日（火）
　10：00〜11：30

わくわくリズム
（親子リズム） けやきホール

８日（木）
　10：00〜11：30 ０歳児親子広場 子育て支援

セ ン タ ー

９日（金）
　10：00〜11：30 移 動 広 場 川西文化会館

し き の 間

13日（火）
　10：00〜11：30

わくわくリズム
（親子で演奏会） けやきホール

15日（木）
　10：00〜11：30 １歳児親子広場 子育て支援

セ ン タ ー

16日（金）
　10：00〜11：30 移 動 広 場 保健センター

20日（火）
　10：00〜11：30

わくわくリズム
（親子で３B体操） けやきホール

23日（金）
　10：00〜11：30 お楽しみデー 子育て支援

セ ン タ ー

29日（木）
　10：00〜11：30 ２歳児親子広場 子育て支援

セ ン タ ー

30日（金）
　10：00〜11：30 きずなサロン 保健センター

　10月

４日（火）
　10：00〜11：30

わくわくリズム
（親子リズム） けやきホール

６日（木）
　10：00〜11：30 ０歳児親子広場 子育て支援

セ ン タ ー

７日（金）
　10：00〜11：30 青 空 広 場 川西幼稚園園庭

11日（火）
　10：00〜11：30

わくわくリズム
（親子で演奏会） けやきホール

★子育て講座
日時　　９月１日（木）10：00～11：30
内容　　「絵本で育つ子どもの心」
講師　安岡加代子さん（空と大地文庫）
町内の皆様、「ひだまり」利用者の方、ぜひご参
加ください。

★お楽しみデー
日時　　９月23日（金）10：00～11：30
内容　　・「ボールプールで遊ぼう」
　　　　・９月生まれのお誕生日会
お子さんの誕生月には、プレゼントを作っていただけ
ます。事務所に声をかけてくださいね。

★移動広場
日時　　９月９日（金）10：00～11：30
場所　　川西文化会館しきの間
内容　　「プラレールで遊ぼう」

日時　　９月16日（金）10：00～11：30
場所　　川西町保健センター
内容　　「保健センターで遊ぼう！！」

★きずなサロン
日時　　９月30日（金）10：00～11：30
場所　　保健センター
対象　　新生児から１歳を迎えるまでの親子
持ち物　母子手帳、タオル　　等
申込み不要。直接保健センターへお越しください。

川西町子育て支援センター

　こんにちは♪
　ひだまりです♪

９月・10月の行事予定

　　TEL　0745（43）2575
相談 TEL　0745（43）2774
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日 月 火 水 木 金 土

     １ 2 3

 4 5 6 7 8 9 10

 11 12 13 14 15 16 17

 18 19 20 21 22 23 24

 25 26 27 28 29 30  

図書館だより
川西文化会館内
☎0745-44-2212
開館時間　9：30〜17：00
　　　　　（金〜19：00）

９月の休館日 ＊�
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、

「
本
を
返
す
ポ
ス
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
視
聴
覚
資
料
は
除
く
）

　川西町立図書館　奈良 検索

＊新しく入った本から＊
◆えほんのへや（２･３さい）
　10日（土）10：10〜10：30
＊保護者の方もご一緒にどうぞ
すべて２階　おはなしのへやで

◎小さい人（４歳～１年生）
  10日（土）　10：30〜11：00
◎大きい人（２年生～中学生）
  24日（土）　10：30〜11：00

今 月 の お は な し 会

絵本の読み聞かせ講座へどうぞ！

除籍図書配布会のお知らせ

｢モダンガールのスヽメ｣
　著者は昭和初期のアパート
に暮し、氷式冷蔵庫を使用し、
当時の衣裳を着て、大正・昭和
の暮らしを12年前から實踐し
ている‘平成のモガ’。大正末
期から昭和初期の風俗・流行・
文化の調査研究に没頭する様
を、當時を振り返る貴重な図版
約200点とともに紹介。

淺井 カヨ／著
　原書房　子どもに、どんな絵本を選んだらいいのか、持ち方・読み方

はどうしたらいいのか、絵本の基礎がわかる講座を下記のとお
り開催します。どうぞご参加ください。
日　程　　＊時間はいずれも午前９：45～11：30

ところ　　図書館2階　おはなしのへや
対　象　　川西町在住・在勤の方　先着10名
　　　　　※２回とも参加できる方
講　師　　橋本　比佐子（川西町立図書館司書）
申込み　　�９月１日（木）～９月25日（日）まで、開館時間中

にカウンターまたは電話（☎0745－44－2212）で
受け付けます。

開催日 内容
第１回 ９月27日（火） 絵本の選び方など
第２回 11月29日（火） 読み聞かせの実習

と　　き　　10月９日（日） 14：00～15：30
と こ ろ　　川西文化会館　２階　サークル室D
参加資格　　川西町内に在住の方（小学生以上）
賛 助 金　　大人（高校生以上）１名につき　200円
　　　　　  子ども（小 ･中学生）は無料
整理券の発行　�９月１日（木）から､ １階カウンターで発行し

ます（開館時間中）。発行の際には、上記の
｢賛助金｣ をご用意ください。

　　　　※なるべく、つり銭のないようにお願い致します。
き ま り　１．当日は､ 整理券と図書との交換になります。
　　　　　２．整理券は一人につき１枚発行します。
　　　　　　　�ご本人のみの発行となり、ご家族や代理の方

など、人数分の発行はできません。
　　　　　３．交換は、１枚の整理券で合計10冊まで。
　　　　　４．�原則として、配布会場への入場には整理券が

必要となります。
　　　　　５．�整理券の再発行はいたしません。また、配布会

に不参加の場合も、賛助金はお返しできません。
どうぞご了承ください。

安倍政権にひれ伏す日本のメディア マーティン・ファクラー
いぬとわたしの防災ハンドブック
薄毛の科学 板見智／監修
英雄の最期と墓所の事典 かみゆ歴史編集部
ＬＧＢＴサポートブック　学校・病院で必ず役立つ はたちさこ
縁起物　福を招くかたち 自由国民社／編
母さんごめん、もう無理だ　きょうも傍聴席にいます 朝日新聞社会部
会社を辞めて後悔しない39の質問 俣野　成敏
カクテルパーティー
隠れ貧困　中流以上でも破綻する危ない家計 荻原　博子
学校と一緒に安心して子どもを育てる本　小学生保護者の心得 多賀　一郎
がんばらない成長論　自分らしく、楽しく生きてみよう 心屋仁之助
虐待の淵を生き抜いて 島田　妙子
京都ぎらい 井上　章一
切り紙でつくる花のくす玉 大原まゆみ
この国の冷たさの正体　一億総「自己責任」時代を生き抜く 和田　秀樹
こんぺいとう　八十歳を生きてきた…八十人の喜びや哀しみを綴った人生の詩 松山　真子
最後までやりきる力
写真でわかる釣り魚カラー図鑑　新版 豊田直之ほか
城のつくり方図典　改訂新版 三浦　正幸 
神社と古代豪族の謎
世界の最も美しい大学 ジャン・セロワ
戦後脱却で、日本は「右傾化」して属国化する 佐藤　健志
誰がために鐘を鳴らす 山本　幸久
襷を、君に。 蓮見　恭子
チェリー・イングラム　日本の桜を救ったイギリス人 阿部菜穂子
伝わる手書きの練習帖 竹永絵里ほか
天才と名人　中村勘三郎と坂東三津五郎 長谷　部浩
豊田章男が愛したテストドライバー 稲泉　　連
日本おとぼけ絵画史 金子　信久
日本史有名人の身体測定 篠田　達明
日本人は何を考えてきたのか　日本の思想1300年を読みなおす 齋藤　　孝
白鳥になった皇子　古事記 直木孝次郎
ポートレートの正しい撮り方 学研プラス／編
｢マイナンバー」が日本を壊す 斎藤　貴男
昔ばなし大学ハンドブック 小澤　俊夫
もう二度と見ることができない幻の名作レトロ建築 伊藤　隆之
夜行列車＆ブルートレイン大全 洋泉社編集部
よくわかるうつ病　診断と治療、周囲の接し方・支え方 尾崎紀夫 / 総監修
６０歳で家を建てる 湯山　重行

エリザベス・
フェラーズ

スティーヴ・レ
ヴィンソンほか

歴史ＲＥＡＬ
編集部／編

いぬの防災
を考える会

http：//library.town.kawanishi.nara.jp

扌蔵書の検索、利用案内や行事のお知らせ、
図書館カレンダー等、詳しい情報はこちらへ。



2016. ９. １　川西 14

問合せ・申込み　健康福祉課　保健センター　TEL0745（43）1900　FAX0745（43）2812

※�お子さんの健診、予防接種、教室に来られる際には、必ず母子健康手帳を持参してください。
※�転入等で予防接種の予診票をお持ちでない方は、保健センターまでご連絡ください。 対象者　町内在住で、生活保護を受けている40歳以上の方

　　　　ただし、次の方は受けられません。
　　　　①高血圧症・脂質異常症・糖尿病で薬を飲んでいる方
　　　　②病院に入院中の方、妊娠中もしくは産後３ヵ月以内の方
　　　　③介護保険施設等に入居中の方
期　間　平成29年１月31日（火）まで
場　所　町内医療機関
内　容　�問診、身体計測、血圧測定、診察、血液検査、尿検査、貧

血検査、心電図検査
　　　　※�受診を希望される方は、問診票をお渡ししますので、保

健センターまでお越しください。

日　時　９月26日（月）　※少雨決行（8：40時点で決定）
　　　　集合（受付時間）9：00～9：10保健センター前　
　　　　※解散は13：00頃の予定です。
コース　�保健センター⇒安堵町歴史民俗資料館⇒杵築神社（安堵町）

⇒保健センター　※約7.4km のコースです。
持ち物　参加費200円（資料館入館料）、
　　　　タオル、雨具、飲み物
　　　　※歩きやすい服装・履き慣れた靴
　　　　　でお越しください。
申込み　前日までに保健センターまでお申
　　　　込みください。

毎年恒例となった「食育イベント」です！「～毎日プラス１皿の野
菜で健康に～」をテーマに、知って、食べて、みんなで楽しめる内
容です。ご家族おそろいで、ぜひ遊びに来てください。
日　時　９月３日（土）10：00～14：00
場　所　スーパーおくやま結崎店内
内　容　①野菜たっぷりスープの試食
　　　　　�手間をかけず、たっぷりの野菜を食べよう！（レシピを

お渡しします。）試食はなくなり次第終了です
　　　　②クイズでスタンプラリー
　　　　　野菜についてのクイズなどに
　　　　　答えて、スタンプを押しても
　　　　　らおう！ゴールしたら素敵な
　　　　　プレゼントがあるかも…
　　　　③健康や野菜の豆知識
　　　　　健康や野菜のことなど、目で
　　　　　見て体感してもらえます。
　そのほかお楽しみが盛りだくさん！

生活保護受給者を対象とした健康診査のご案内

健康ウォーキングのご案内～みんなで楽しく健康に歩こう～

健康寿命をのばそう！～おいしく減塩！おいしく野菜！～

国保中央病院だより

健康かわにし21推進事業

健康かわにし21推進事業

◆

◆

◆

低身長について
　　　　　　　小児科主任部長　高川健

　「うちの子って背が低いのかな？」と思
われているお父さん、お母さんは意外に
多いです。幼稚園や小学校でいつもクラ
スの中で背が低いほうなら、「大丈夫か
な？」と思われる親御さんもいらっしゃ
ると思います。
　でも「うちは家系的に背が低いしなあ」
とか「そのうち伸びるんじゃないかなあ」
とか考えて、すぐに「病気」とは考えな
い方も多いです。医学的に「低身長」と
考えるのは、同じ年齢・性別のお子さん
の中で「極端に低い」といえるお子さん
です。具体的には100人が背の低い順に
並んだ場合の前から2～3人の方です。母
子手帳に載っている成長曲線でも判断で
きます。
　「低身長」のお子さんの多くは家系的や
体質的な理由によるもので病気とは言え
ず、治療の対象にはなりません。しかし、
なかには病気で低身長になっている場合
があり、そのような場合には「低身長症」
として治療の対象になります。
　「低身長症」の原因となる病気で多いの
が「成長ホルモン分泌不全性低身長症」
という病気です。これは、「成長ホルモン

（GH）」というホルモンが充分に分泌さ
れず、不足することで起こります。診断
には、身長、体重の経過をチェックした
上で血液検査やレントゲン検査を行い、
疑いが強ければ「負荷試験」を行って診
断します。
　「負荷試験」とは、お薬を投与してそれ
に反応した GH の分泌量を血液検査でチ
ェックする方法で、通常は数日間の入院
が必要です。「GH 分泌不全性低身長症」
と診断されれば、GH をお薬として定期
的に（１週間に5～7日）御家庭で注射す
ることで身長の伸びが期待できます。
　国保中央病院の小児科でも、上記の「負
荷試験」や、GH 製剤による治療を行っ
ておりますので、お子さんの低身長が気
になる方はお気軽にご相談ください。
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お　と　な

保健センターからのお知らせ
保健センターで実施します

こ　ど　も
※�お子さんの健診、予防接種、教室に来られる際には、必ず母子健康手帳を持参してください。
※�転入等で予防接種の予診票をお持ちでない方は、保健センターまでご連絡ください。

項　目 対　象 日　時 実　施　内　容

二種混合
予防接種 小学校６年生

９月２日（金）
受付時間
　13：30～13：45

乳幼児期に受けた三種混合の２期として、ジフテ
リア・破傷風の予防接種を実施します。
＊持ち物：予診票、体温計
＊必ず保護者同伴で来所のこと。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

生後５ヵ月～８ヵ月未満の
児（平成28年１月８日～平
成28年４月５日生）
※対象者には個別通知します。

９月６日（火）
受付時間
　13：30～13：45

BCGは結核を予防するワクチンです。１歳を超
えると任意接種（実費負担）となりますので忘れ
ずに受けましょう。
＊持ち物：予診票、体温計

３歳６ヵ月児
健 康 診 査

３歳６ヵ月～８ヵ月児
（平成24年12月11日～平成
25年３月10日生）
※対象者には個別通知します。

９月９日（金）
受付時間
　13：30～14：30

身体計測、尿検査、内科診察、
視覚・聴覚検査、歯科検診
生活・栄養・歯科・心理発達相談

２ 歳 児
歯 の 教 室

2歳４ヵ月～7ヵ月児
( 平成26年１月18日～平成
26年５月17日生まれ）
※対象者には個別通知します。

９月15日（木）
受付時間
　9：00～9：40

歯科検診、歯みがき指導、フッ素塗布（希望者の
み）、生活相談、栄養相談
※フッ素塗布希望者は300円必要です。

乳幼児相談 生後すぐ～就学前の児
育児のことで相談したい方

９月23日（金）
受付時間
　9：00～10：00

身体計測、発達・生活・栄養相談

４，５ヵ月児
健康診査

生後４ヵ月～５ヵ月児
(平成28年４月６日～平成
28年６月５日生まれ )
※対象者には個別通知します。

10月７日（金）
受付時間
　13：00～13：20

身体計測、内科診察、
発達・生活・栄養相談、
絵本の読み聞かせについてのお話

項　目 対　象 日　時 実　施　内　容

健 康 相 談
※時間予約制

生活習慣病について心配
な方、健診結果について
聞きたい方

９月５日（月）
実施時間
　9：00～11：30

健診結果の説明や日常生活に関することなど個別
の相談に応じます。
＊健診や血液検査の結果などを持参してください。

こ こ ろ の
健 康 相 談
※時間予約制

精神疾患・心の悩みを相談
したい方

随　時
（お電話ください） 精神保健福祉士・保健師等が相談に応じます。
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保健センターからのお知らせ
保健センターで実施します

ママパパになる方を対象に様々な体験や情報を提
供し、皆さんの HAPPY な妊娠生活を応援する教
室です。参加者には嬉しいプレゼントがいっぱい、
お見逃しなく！
対象者　町内在住の妊婦さんとその家族の方
日　時　９月17日（土）　
　　　　受付９：15～
　　　　９：30～11：30
場　所　川西町保健センター
内　容　�沐浴体験、おやつの試食、

赤ちゃんの講話や泣き声体験／出生した
ら役場のどこで何を手続きする？ ( 参加
者にチェックリストを進呈 )　等

持ち物　母子健康手帳
初妊婦さんには、助産師おすすめの赤ちゃん用
体温計を進呈します！

大腸がんは早期に発見して治療すればほぼ治癒が
可能な病気です。大腸がんは早期には自覚症状が
ほとんどないため、定期的に検診を受けられるこ
とをお勧めします。
対象者　�40歳以上の方で、今年度大腸がん検診を

まだ受けていない方
日　時　９月12日（月）、又は13日（火）のいずれか
　　　　�８：30～16：00に保健センターへ持参し

てください
料　金　500円　　※70歳以上の方は無料
内　容　�便潜血（便に血が混じっているか）を調

べます。
申込み　�実施日の２週間前までにお申込みくださ

い。検便容器と問診票を送付します。

同じ年齢のお子さんをもつお母さん同士で、子ど
もの食事（おやつ）のことや子育てのことについ
て情報交換してみませんか？おやつの試食もあり
ますよ！（※おやつ材料費として当日100円を徴収
します。）
対象者　�１歳、２歳くらいまでのお子さんと保護

者の方
日　時　９月７日（水）９：45～10：00受付
持ち物　母子健康手帳、おやつ材料費（100円）、
　　　　おむつ・お茶などお子さんに必要なもの
※申込〆切は９月６日（火）です。

妊娠中はふだんより虫歯や歯茎の病気になるリス
クが高くなります。また、重度の歯周病は、早産
や低体重児の出産を引き起こすともいわれていま
す。歯科健診を受け、お口の中もしっかりと整え
て赤ちゃんを迎える準備をしましょう！
対象者　�町内在住の妊婦の方（歯科治療中の方は除く）
場　所　川西町保健センター
日　時　９月15日（木）9：30～10：00受付
　　　　※�同時開催している２歳児歯の教室が終

わり次第実施します。
人　数　５名（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込み　�健診の前日までに、電話等でお申込みく

ださい。

ママパパ教室のご案内

大腸がん検診（個別）を
受けましょう！

すくすくサロンのご案内

妊婦さんの歯科健診を
受けましょう！

◆

◆

◆

◆

川西文化会館　９月・10月の催し物（イベントインフォメーション）
日／曜日 イ　ベ　ン　ト　名 場　所 開　演 入場方法 主　催　者

９月 4日（日） 川西夏の音楽祭 コスモスホール 14：30 無料 川西夏の音楽祭実行委員会

９月18日（日）
９月25日（日）
10月２日（日）

高等学校演劇祭 コスモスホール 10：00 無料 奈良県高等学校演劇研究会

10月９日（日） 秋一番、はじめの一歩 ミュージックフェスティバル コスモスホール 12：00 無料 ライブカフェ はじめの一歩

10月12日（水） 高齢者教室「認知症とその予防 ( 仮 )」 けやきホール 13：30 無料 高齢者教室

10月23日（日） 日本の心～箏・三絃・尺八の響～ コスモスホール 10：00 無料 ことしきの会

☎0745（44）2214
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朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
さ
が
来
た
」

は
大
変
な
高
視
聴
率
で
、
皆
か
ら
惜
し
ま

れ
な
が
ら
も
４
月
初
め
に
終
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
「
あ
さ
が
来
た
」
の
モ
デ
ル
は

実
在
し
た
大
阪
の
実
業
家
、広
岡
浅
子（
ひ

ろ
お
か　
あ
さ
こ
）
さ
ん
で
す
。

　
時
代
は
明
治
で
、
彼
女
は
炭
坑
や
保
険

会
社
の
経
営
に
参
画
し
、
女
子
教
育
に
も

尽
力
し
ま
し
た
。
時
代
を
切
り
開
い
た
女

性
の
先
達
で
も
あ
り
ま
す
。
お
て
ん
ば
娘

が
実
業
界
に
飛
び
込
み
、
女
性
経
営
者
の

先
駆
者
と
な
り
、
豪
気
・
英
明
で
何
で
も

立
ち
向
か
っ
て
い
く
彼
女
の
真
っ
直
ぐ
な

性
格
が
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　
ド
ラ
マ
の
ヒ
ロ
イ
ン
は「
フ
ァ
ー
ス
ト・

ペ
ン
ギ
ン
（
最
初
の
ペ
ン
ギ
ン
）」
に
も

例
え
ら
れ
、
そ
れ
は
ペ
ン
ギ
ン
の
群
れ
の

中
か
ら
真
っ
先
に
海
へ
と
飛
び
込
む
勇
気

あ
る
様
子
か
ら
「
一
番
手
」
を
意
味
し
ま

す
。
そ
の
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」
と

は
、
ペ
ン
ギ
ン
の
習
性
か
ら
生
ま
れ
た
言

葉
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
隈
で
よ
く
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
氷
原
の
真
ん
中
に
ポ
カ
リ
と

穴
が
開
い
て
い
た
時
、
多
く
の
ペ
ン
ギ
ン

は
穴
の
周
り
に
集
ま
り
、
中
に
魚
が
い
な

い
か
、
獰
猛
な
肉
食
獣
は
い
な
い
か
、
海

の
中
の
様
子
を
氷
上
か
ら
う
か
が
い
ま

す
。
し
か
し
大
抵
の
ペ
ン
ギ
ン
は
命
の
危

険
を
考
え
て
無
謀
に
飛
び
込
ん
だ
り
は
し

ま
せ
ん
。
そ
こ
へ
ス
タ
ス
タ
と
や
っ
て
来

た
の
が
、大
胆
不
敵
な
一
匹
の
ペ
ン
ギ
ン
。

周
囲
が
顔
を
見
合
わ
せ
飛
び
込
む
こ
と
を

た
め
ら
っ
て
い
る
中
で
、
ド
ボ
ー
ン
と
穴

の
中
に
飛
び
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
段
階
で
は
、
周
囲
の
ペ
ン
ギ
ン
た

ち
は
ま
だ
海
中
に
飛
び
込
み
ま
せ
ん
。
目

の
前
で
飛
び
込
ん
だ
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン

ギ
ン
」
が
血
だ
ら
け
に
な
っ
て
浮
き
上
が

っ
て
く
る
の
か
、
そ
れ
と
も
大
量
の
魚
を

ゲ
ッ
ト
し
て
帰
還
す
る
の
か
…
。
そ
の
結

果
を
見
て
、
確
実
に
魚
が
穫
れ
る
と
分
か

っ
た
時
に
、
よ
う
や
く
残
り
の
ペ
ン
ギ
ン

た
ち
が
一
斉
に
飛
び
込
む
の
で
す
。       

　
広
岡
浅
子
さ
ん
は
、
ま
さ
に
「
フ
ァ
ー

ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」
そ
の
も
の
で
、
誰
も
が

大
海
原
に
乗
り
出
せ
る
よ
う
勇
気
を
出
し

て
真
っ
先
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、

彼
女
は
最
初
に
飛
び
込
む
人
を
讃
え
、
後

に
続
く
人
を
励
ま
し
、
出
遅
れ
た
人
に
寄

り
添
う
と
い
っ
た
生
き
方
を
し
た
女
性
で

し
た
。

　
明
治
時
代
、
女
性
は
一
人
の
人
間
と
し

て
よ
り
以
前
に
女
性
と
し
て
教
育
す
べ
し

と
い
う
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

彼
女
は
、
男
女
を
超
越
し
た
一
個
人
と
し

て
の
女
性
教
育
を
掲
げ
、
女
子
大
学
設
立

に
奔
走
し
、
生
涯
を
女
性
の
地
位
向
上
に

働
く
女
性　

支
え
る
社
会
に

尽
力
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
好
評
に
終
わ
っ
た
後
の
番
組

と
し
て
、
次
に
「
と
と
姉
ち
ゃ
ん
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
も
大
変
な
高

視
聴
率
で
す
。「
と
と
姉
ち
ゃ
ん
」
も
実

在
し
た
女
性
編
集
者
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と

し
て
活
躍
し
た
大
橋
鎭
子
（
お
お
は
し 

し
ず
こ
）
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
た
物
語
で

す
。

　
彼
女
は
、戦
後
、雑
誌
「
暮
し
の
手
帖
」

を
立
ち
上
げ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
も
暮
ら
し
に
根
ざ
し

た
視
点
で
数
多
く
の
著
作
を
遺
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
前
の
父
が
教
え
て
く
れ
た

「
当
た
り
前
の
暮
ら
し
の
大
切
さ
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
大
橋
三
姉
妹
が
つ
く
る
雑
誌

「
あ
な
た
の
暮
し
」
は
、
戦
後
を
生
き
る

女
性
た
ち
の
「
生
活
の
道
し
る
べ
」
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
大
橋
さ
ん
も
戦
後
を

力
強
く
生
き
た
女
性
と
し
て
讃
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
女
性
が
活
躍
す
る
環
境
が
整
え
ば
、
性

別
や
世
代
を
問
わ
ず
能
力
を
発
揮
で
き

る
、人
に
優
し
い
社
会
が
見
え
て
き
ま
す
。

前
回
も
今
回
も
女
性
を
主
人
公
に
し
た
朝

ド
ラ
か
ら
、
働
く
女
性
が
支
え
る
社
会
が

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　
　
　
　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

人
権
コ
ラ
ム　
第
76
回
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役場・関係機関
電 話 番 号 帳

役場代表（総務課） 0745-44-2211

財 政 課 0745-44-2671

総 合 政 策 課 0745-44-2213

税 務 課 0745-44-2642

債 権 管 理 課 0745-44-2621

住 民 保 険 課 0745-44-2611

環 境 整 備 事 務 所 0745-43-1766

健 康 福 祉 課 0745-44-2631

長 寿 介 護 課 0745-44-2635

保 健 セ ン タ ー 0745-43-1900

産 業 建 設 課 0745-44-2679

上 下 水 道 課 0745-43-0331

議 会 事 務 局 0745-44-2681

会 計 課 0745-44-2648

教 育 総 務 課 0745-44-2684

社 会 教 育 課
（ 文 化 会 館 ）

0745-44-2214

図 書 館 0745-44-2212

西 人権文化センター 0745-44-2080

東 人権文化センター 0743-64-0650

いぶき子どもセンター 0745-43-0550

すばる子どもセンター 0743-64-1989

子 育て支援センター 0745-43-2575

中 央 体 育 館 0745-44-1616

　
住
民
保
険
課
で
発
行
す
る
証
明
書

　
・
住
民
票
の
写
し　
・
住
民
票
除
票

　
・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

　
・
印
鑑
証
明
書

問
合
せ　
住
民
保
険
課　

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

　
行
政
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望

な
ど
は
「
行
政
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
『
行
政
相
談
委

員
』
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
※
予
約
優
先

日
時　
9
月
21
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
12
時

場
所　
川
西
町
役
場
2
階　
図
書
室

相
談
員　
川
西
町
行
政
相
談
委
員

問
合
せ　
住
民
保
険
課　

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

　
『
川
西
町
行
政
な
ん
で
も
相
談
所
』
は

毎
月
第
3
水
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
急
ぎ
の
方
は
『
行
政
苦
情
１
１
０
番
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
奈
良
行
政
評
価
事

務
所（
総
務
省
）に
繋
が
り
ま
す
。

【
行
政
苦
情
１
１
０
番（
全
国
共
通
番
号
）】

　
☎
０
５
７
０
︱
０
９
０
１
１
０

　
差
別
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
、
人
権
に
関

し
て
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し

た
ら「
人
権
相
談
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
『
人
権
擁
護
委
員
』

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。「
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
」
は

毎
月
第
２
火
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
時　
9
月
13
日
（
火
）

　
午
後
1
時
～
4
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ　
住
民
保
険
課　

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

　
証
明
書
等
の
休
日
交
付
を
毎
月
第
３
土

曜
に
行
っ
て
い
ま
す
。
休
日
交
付
に
は
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

事�

前
予
約　
証
明
書
発
行
を
ご
希
望
の
方

は
、
交
付
日
当
日
に
来
庁
さ
れ
る
時
間

を
、
休
日
交
付
日
の
前
開
庁
日
の
午
後

５
時
15
分
ま
で
に
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
交
付
日
当
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間
で

時
間
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点

※�

前
開
庁
日
ま
で
に
ど
な
た
か
ら
も
予
約

が
無
い
場
合
は
開
庁
し
ま
せ
ん
。

※�

休
日
開
庁
は
、
証
明
書
等
の
交
付
の
た

め
に
行
う
の
で
、
印
鑑
登
録
や
転
出
入

の
受
付
等
は
原
則
と
し
て
行
い
ま
せ

ん
。

日
時　
9
月
17
日
（
土
）

場
所　
役
場
１
階　
住
民
保
険
課
窓
口

交
付
請
求
い
た
だ
け
る
証
明
書
等

証
明
書
等
の
休
日
交
付
の
お
知
ら
せ

川
西
町
立
中
央
体
育
館

９
月
の
町
民
開
放
日

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
次
の
と

お
り
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

　
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
、
自
主
事
業
や

貸
し
館
業
務
な
ど
の
舞
台
、
照
明
、
受
付

な
ど
の
業
務
を
担
当
し
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。参
加
し
て
み
た
い
人
や
、

舞
台
な
ど
に
興
味
が
あ
る
方
は
一
度
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

面
塚
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
観
世
流
発
祥
地
を
記
念
し
て
地
元
と
能

楽
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
昭
和
11
年
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
面
塚
の
清
掃
を
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ　
社
会
教
育
課　

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　

中
央
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
開
放
日
は
、

９
月
24
日
（
土
）
で
す
。
対
象
者
は
、
川

西
町
在
住
・
在
勤
者
で
す
。

問
合
せ　
川
西
町
立
中
央
体
育
館

　
☎
０
７
４
５（
44
）１
６
１
６

川
西
町
行
政
な
ん
で
も
相
談
所

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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高
齢
者
及
び
障
害
者
の
人
権
に
関
わ
る

様
々
な
ご
相
談
を
、
人
権
擁
護
委
員
や
法

務
局
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日�

時　

9
月
5
日
（
月
）
～
9
日
（
金
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時
／
9
月
10

日
（
土
）、
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
5
時

相�

談
先　
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談 

」

　
☎
０
５
７
０
︱
０
０
３
︱
１
１
０

※�

電
話
を
お
か
け
に
な
っ
た
場
所
の
最
寄

り
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
に
つ
な
が

り
ま
す
。　

※�

Ｉ
Ｐ
電
話
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。（
携

帯
電
話
等
は
使
用
で
き
ま
す
）

問
合
せ　
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
７
４
２（
23
）５
４
５
７

　
平
成
28
年
第
3
回
定
例
会（
9
月
議
会
）

の
日
程
予
定
を
ご
案
内
し
ま
す
。

定�

例
会
日
程　
【
議
会
開
会
】　
9
月
12
日

（
月
）
午
前
10
時
～　

　
【
再
開
】
9
月
26
日
（
月
）
午
後
２
時
～

　
�

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日
程
等
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
確
か
め
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
議
会
事
務
局　

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
８
１

　
5
人
か
ら
10
人
前
後
の
少
人
数
で
、
楽

し
く
筋
力
を
鍛
え
な
が
ら
、
自
宅
で
も
毎

日
続
け
ら
れ
る
運
動
の
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
週
１
回
60
分
～
90
分
程
度
の
教
室
を

3
か
月
間
（
12
回
）
続
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
少
し
体
力
が
落
ち
て
き
た
と
お
考

え
の
方
、
楽
し
く
運
動
を
続
け
て
若
返
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

期�

間　
５
人
以
上
集
ま
り
次
第
、
随
時
開

催
し
ま
す
。
先
着
10
組
（
最
終
は
平
成

29
年
1
月
13
日
ま
で
に
開
始
）。

場�

所　

ぬ
く
も
り
の
郷
、
他
。
出
前
型
の

場
合
は
、
公
民
館
な
ど
ご
希
望
の
会
場
を

手
配
く
だ
さ
い
。
安
全
に
体
操
を
行
え
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
確
認
を
し
ま
す
。

対�

象　
川
西
町
民
で
あ
る
65
歳
以
上
の
二

次
予
防
対
象
者
の
方
。
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
て
対
象
者
と
な
る
か
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。（
要

支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
除
き
ま
す
。）

参�
加
費　
無
料　
※
但
し
、
ぬ
く
も
り
の

郷
以
外
の
場
所
で
、
出
前
型
で
行
う
場

合
は
、
場
所
代
に
つ
い
て
は
受
講
者
負

担
で
お
願
い
し
ま
す
。

申�

込
み
・
問
合
せ　
川
西
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
４
５
（
42
）

１
１
８
０
（
ぬ
く
も
り
の
郷
内
）

　
作
品
制
作
を
通
じ
て
、
障
害
の
あ
る
人

の
自
立
更
生
に
対
す
る
意
欲
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
広
く
県
民
の
障
害
の
あ
る

人
に
対
す
る
理
解
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日�

時　

12
月
3
日（
土
）～
8
日（
木
）
午

前
9
時
～
午
後
5
時（
12
月
5
日（
月
）

は
休
館
。
最
終
日
は
午
前
12
時
ま
で
）

場�

所　
奈
良
県
文
化
会
館
展
示
室
Ａ
、
Ｂ

及
び
特
別
展
示
室

出�

品
に
つ
い
て　
【
資
格
者
】
県
内
に
在
住

す
る
障
害
児
・
障
害
者　
【
種
目
】
絵
画
、

写
真
、
書
道
、
工
芸
、
手
芸
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
・
タ
イ
プ
ア
ー
ト　
【
出
展
数
】

種
目
、
個
人
作
品
、
合
同
作
品
を
問
わ

ず
１
人
１
点　
【
作
品
の
サ
イ
ズ
等
】
縦

1.2
ｍ
、
横
1.8
ｍ
、
奥
行
き
1.5
ｍ
以
内
（
額

装
、
枠
張
り
、
装
飾
、
設
備
等
を
含
む
。）

申�

込
み 

9
月
16
日（
金
）ま
で
に
役
場
健

康
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�

※
特
別
支
援
学
校
に
通
学
し
て
い
る
方

や
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
、
当
該

学
校
、施
設
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�【
作
品
の
提
出
】
11
月
18
日
（
金
）
ま
で

に
健
康
福
祉
課
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

主
催　
奈
良
県

表�

彰　

特
に
優
秀
な
作
品
に
つ
い
て
は
、

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
福
祉
課　

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
３
１

平
成
28
年
第
3
回
定
例
会
の
ご
案
内

第
44
回
奈
良
県
障
害
者
作
品
展

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

少
人
数
で
で
き
る
！

仲
間
と
一
緒
に
行
う
運
動
教
室

（
短
期
集
中
運
動
器
の
機
能
向
上
事
業
）

９月は水道メータの検針月です
水道の定期検針を以下の日程で実施しますので、
皆様のご協力をお願いします。
実施日
　９月12日（月）、13日（火）、14日（水）、
　　　15日（木）

検針にご協力ください

　水道メータの検針は、２か月ごとの基準日（奇
数月の15日前後）に検針員が伺って、指示数を確
認し、使用水量をお知らせしています。正確で能
率的な検針ができるよう、次の点に注意していた
だきますようご協力をお願いします。
・水道メータボックスの上に物を置かない。
・水道メータボックスの中は、いつもきれいにする。
・�水道メータボックス付近に犬がいて検針ができな
い、また、車が駐車してあり、検針できないこと
がないようにする。

問合せ　水道部上下水道課　
　　　　☎０７４５－４３－０３３１
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６
０
０
円
）

対
象
者 　
要
支
援
1
～
要
介
護
5
の
方

開
所
日　
年
中
無
休

問�
合
せ　

ぬ
く
も
り
の
郷
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
５（
42
）２
７
２
０

　
井
戸
水
（
地
下
水
）、
雨
水
利
用
水
な
ど

水
道
水
以
外
の
水
を
ご
使
用
の
方
で
、
そ
れ

ら
を
公
共
下
水
道
に
排
出
す
る
場
合
は
、
そ

の
内
容
を
届
け
出
の
う
え
下
水
道
使
用
料

を
納
め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

だ
届
け
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
出
が
な
く
、
使
用
料
の
徴
収
を
免

れ
た
場
合
に
は
、
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
水
道
部
上
下
水
道
課　

　
☎
０
７
４
５（
43
）０
３
３
１

　
川
西
町
で
は
登
録
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
正
規
職
員
の
出
産
休
暇
・
育
児
休

業
や
病
気
休
暇
、
ま
た
、
新
規
事
業
実
施
に

よ
る
一
時
的
な
事
務
の
増
加
な
ど
が
生
じ
た

場
合
に
、
登
録
ア
ル
バ
イ
ト
に
登
録
い
た
だ

い
た
方
の
中
か
ら
、
平
成
28
年
度
中
に
随
時
、

雇
用
条
件
等
を
勘
案
し
て
採
用
す
る
予
定
で

す
。
詳
し
い
要
件
等
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
総
務
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
１

　

消
防
法
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
6
月
1

日
か
ら
新
築
の
住
宅
、
平
成
21
年
6
月
1
日

か
ら
既
存
の
住
宅
に
お
い
て
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、

未
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
あ
な
た

や
家
族
の
い
の
ち
を
守
る
大
切
な
機
器
で

す
。
火
災
は
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
す
。
ま
だ
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
が
あ
り
ま
し

た
ら
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
磯
城
消
防
署　
予
防
課

　
☎
０
７
４
４（
33
）２
４
６
１

　
日
頃
、
社
会
に
接
す
る
機
会
の
少
な
い
心

身
障
害
者
（
児
）
の
方
々
に
相
互
の
交
流
を

深
め
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
31
日
（
月
）

場�

所　
大
阪　
エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ
・
ニ
フ
レ

ル
・
千
里
阪
急
ホ
テ
ル
（
昼
食
：
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
）

対�

象
者　

川
西
町
に
お
住
ま
い
で
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
。
交
流
会
に
参
加
で

き
る
健
康
状
態
の
方
。
な
お
、
介
護
が
必

要
な
方
に
つ
い
て
は
、
家
族
ま
た
は
介
護

者
１
名
ま
で
同
伴
で
き
ま
す
。

費�

用　
ひ
と
り
１
，
０
０
０
円
（
家
族
ま
た

は
介
護
者
も
同
額
で
す
。）

募
集
人
数　
先
着
30
名

申
込
み
締
切　
9
月
16
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ　
健
康
福
祉
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
３
１

　
同
世
代
の
友
達
を
作
り
た
い
。
リ
ハ
ビ
リ

を
受
け
た
い
。
カ
ラ
オ
ケ
や
趣
味
活
動
を
し

た
い
。看
護
師
さ
ん
に
体
調
を
見
て
ほ
し
い
。

お
風
呂
に
安
全
に
入
り
た
い
。
家
族
が
自
分

の
時
間
を
持
ち
た
い
等
、あ
な
た
の
生
活（
困

り
ご
と
）
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。 

初
回
体

験
利
用
（
無
料
）
受
付
中
！
（
昼
食
代

第
22
回
心
身
障
害
者（
児
）交
流
会

登
録
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集
つ
い
て

ぬ
く
も
り
の
郷
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

初
回
体
験
利
用
受
付
中
！（
無
料
）

井
戸
水（
地
下
水
）等
を
公
共
下
水
道
へ

排
出
す
る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

義
務
で
す

障害をお持ちの
みなさまとともに

　川西町では「障害があっても夢
と希望を持って地域で暮らした
い。」そのような当たり前のこと
を実現できるように、障害がある
方々の暮らしを支え、障害のある
人もない人も暮らしやすい町づく
りを目指していきます。
　そのための第一歩として、川西
町では、まほろば「あいサポート
運動」を推進しています。
　平成27年には奈良県知事より、
まほろば「あいサポート団体」の
認定を受けました。
　まほろば「あいサポート運動」
は、障害の内容や特性、障害のあ
る人が困っていること、配慮の仕
方やちょっとした手助けの方法な
どを理解していく運動です。障害
があっても、周囲の理解や配慮が
あれば、いきいきと活躍できる社
会となるはずです。
　川西町では全職員が、まほろば

「あいサポーター」研修を受講し、
「あいサポーター」となり、障害
がある方が困っている際に手助け
できるようにしています。
　町民のみなさまにも、それぞれ
の立場でのご配慮をお願いいたし
ます。
問合せ  健康福祉課
　☎0745-44-2631

納期限は９月30日（金）
●国民健康保険税（普通徴収 ･ 第３期分）
●後期高齢者医療保険料（普通徴収 ･ 第３期分）
　………住民保険課　0745（44）2611
●介護保険料（普通徴収 ･ 第３期分）
　………長寿介護課　0745（44）2635

９月の納期
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ま
だ
ま
だ
架
空
請
求
が

　
　
　
　
　
　
　
増
加
し
て
い
ま
す

　
「
有
料
サ
イ
ト
の
料
金
が
未
納
な
の
で
、

料
金
を
支
払
わ
な
い
と
法
的
手
続
き
を
と

る
」
と
い
っ
た
内
容
の
電
話
や
メ
ー
ル
が

突
然
届
く
架
空
請
求
に
関
す
る
相
談
が
全

国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
実
際
の
事
例
】

　
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
：
携
帯
番
号
を
宛
先
に
し
て
送
受
信

す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
し

た
請
求
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
本
日
中
に
連
絡
が
な
け
れ
ば
法
的
処
置

に
移
行
す
る
」
な
ど
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
携
帯
電
話
に
送
信
さ
れ
、
不
安
を
覚
え

た
の
で
連
絡
先
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

電
話
番
号
に
連
絡
し
ま
し
た
。す
る
と
、「
明

日
ま
で
に
10
万
円
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
」

と
い
っ
た
高
額
請
求
を
受
け
、
支
払
っ
て

し
ま
う
と
い
う
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
支
払
い
方
法
と
し
て
、
銀
行
口
座
へ
の

振
込
み
よ
り
も
、「
コ
ン
ビ
ニ
の
店
頭
端

末
を
利
用
し
た
支
払
い
」
や
「
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
を
買
わ
せ
て
、
そ
の
番
号
を
連

絡
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
手
口
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・�

覚
え
の
な
い
請
求
や
不
審
な
請
求
に

は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
し
な
い
。

　

�

自
分
の
電
話
番
号
や
ア
ド
レ
ス
な
ど
の

個
人
情
報
を
教
え
て
し
ま
う
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

・�

コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買

わ
せ
、
そ
の
番
号
を
連
絡
さ
せ
る
の
は

詐
欺
の
手
口
で
す
。
要
求
さ
れ
て
も
応

じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・�

実
在
す
る
会
社
を
名
乗
り
、「
有
料
コ

ン
テ
ン
ツ
の
未
払
い
金
が
生
じ
て
い

る
」
と
請
求
す
る
手
口
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
知
っ
て
い
る
会
社
名
で
あ
っ
て

も
安
易
に
信
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
広
域
で
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
宅
町
の
相
談

窓
口
も
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
川
西
町
相
談
窓
口

日
時　
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
川
西
町
役
場
2
階
図
書
室

予
約
先　
住
民
保
険
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

■
三
宅
町
相
談
窓
口

日
時　
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
三
宅
町
役
場
3
階
第
2
会
議
室

予
約
先　
三
宅
町
役
場
地
域
活
性
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
０
０
１

　
（
内
線
２
４
１
）

消
費
生
活
相
談

　
い
き
い
き
広
輪
は
、
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
右
脳
を
活
性
さ
せ
る
内
容
な
ど
を

通
じ
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
の
つ
な
が
り

の
中
で
喜
び
や
楽
し
み
を
見
い
だ
し
、

互
い
に
支
え
あ
い
な
が
ら
健
康
で
充
実

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。
い
き
い
き
広
輪

で
は
、
毎
月
い
ろ
ん
な
催
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一

人
で
も
多
く
の
方
々
と
出
会
え
る
こ
と

を
こ
こ
ろ
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
グ
ラ
ス

　
ア
ー
ト
「
ぶ
ど
う
」

～
日
本
で
は
珍
し
い
描
け
る
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
に
挑
戦
し
よ
う
！
～

　【
特
別
企
画
】・
年
齢
に
関
係
な
く
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
と
は
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
デ
コ
と
い
う
専
用
イ
ン

キ
を
描
い
た
縁
取

り
の
中
に
流
し
込

み
、
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
で
陰
影
を
付

け
た
り
、
花
す
じ

や
葉
脈
を
描
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
立

体
的
な
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
風
作
品
に
仕
上
が
り
ま
す
。
言
わ

ば
『
描
け
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
』
で
す
。

日
本
で
は
ま
だ
珍
し
く
、
こ
の
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
」
で
は
、
ガ
ラ
ス

な
ど
の
透
け
た
素
材
に
黒
や
ゴ
ー
ル
ド
の

専
用
の
絵
の
具
で
輪
郭
を
描
き
、
乾
燥
後
、

そ
の
輪
郭
の
中
に
カ
ラ
ー
イ
ン
ク
を
流
し

込
み
、
ヘ
ラ
な
ど
を
使
い
、
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
や
凸
凹
を
つ
け
る
こ
と
で
絵
画
の
よ

う
に
描
け
ま
す
。
乾
燥
さ
せ
れ
ば
、
光
の

中
で
輝
く
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
ア
ー
ト
が

で
き
ま
す
。
今
回
は
、
予
め
講
師
が
ガ
ラ

ス
板
に
描
か
れ
た
輪
郭
線
に
、
色
を
流
し

込
ん
だ
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
ま

す
。
初
心
者
の
方
に
も
作
れ
る
作
品
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時　
９
月
23
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
予
定
）

場
　
所　
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

講�

　
師　

永
吉　

多
加
子
さ
ん(

ア
ト
リ

エ　

petaI )

参
加
費　
１
，
５
０
０
円
（
材
料
代
）

　
イ
ー
ゼ
ル
は
別
料
金

定
　
員　
15
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
タ
オ
ル

申�

込
み
期
間　
９
月
７
日
（
水
）
～
９
月

14
日
（
水
）
土
・
日
の
ぞ
く

問
合
せ
・
申
込
み

　
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
０
８
０

西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

９
月
い
き
い
き
広
輪

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
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役場での手続きにはマイナンバーが必要です
　役場などの行政手続きの中にはマイナンバーが必要なも
のが多くあります。役場等の窓口にお越しの際には、通知
カードまたはマイナンバー（個人番号）カードをお持ちく
ださい。詳しくは、各担当課窓口へお問い合わせください。
通知カード
　平成27年11月～12月にかけて郵送等により受け取って
いただいた紙製のカードです。本人確認書類 ( 運転免許証
など ) と併せて提示していただきます。
マイナンバー(個人番号）カード　
　ご本人様の任意の申請により、顔写真や IC チップ等が
組み込まれたプラスチック製のカードです。
※�マイナンバーは大切なものです。必要な時だけ持ち出し、

手続きが終われば大切に保管して無駄に持ち歩かないよ
うにしましょう。

※�金融機関やレンタルショップ等での本人確認の場面にお
いて、通知カードは本人確認書類として利用できません。
通知カードは、ご自身のマイナンバーを知っていただく
ためのカードです。

まちのアルバム

　近鉄結崎駅前で街頭啓発活動が行われました。磯城郡保
護司会・更生保護女性会、主任児童委員、町長らが、啓発
品を配布するとともに、運動の趣旨を呼びかけました
　街頭啓発活動の後、保護司会や更生保護女性会の皆さん
から竹村町長へ、運動の推進にあたって発信された内閣総
理大臣からのメッセージが伝達されました。
　活動を通じて、犯罪や非行のない社会の実現には『地域
のチカラ』が欠かせないという認識を共有しました。

７月

1日
第66回「社会を明るく
する運動」

　7月の「差別をなくす強調月間」にあわせて、「差別を
なくす町民集会」を実施しました。
　講師にゴスペルシンガー Hanna Bunya（ハンナ ブン
ヤ）さんを迎え、トークと歌を通じて人権について考え
ていただきました。講演では、アメリカ合衆国の人種差
別の歴史や背景、社会がどのようにその問題と向き合っ
たのかをわかりやすく解説されました。また、その時代
の人々の心情や願いをゴスペル音楽の歌唱を通じて伝え
ていただきました。差別や人権を考えるための知識を養
うとともに、ゴスペル音楽を通じて当時の人々に思いを
はせる機会となりました。

　川西スポーツクラブの主催により、川西町立中央体育
館にて防災キャンプイベントが開催されました。参加し
た小学生は、防災倉庫の見学、郡山防災センターでの地
震体験や水消火器訓練の見学などを通して、川西町にお
ける防災について学びました。避難所生活での炊飯や、
避難所でのパーテーション作りなど、災害時に躊躇する
ことなく対応できるようにしっかりと防災について勉強
しました。
　その他、肝試しやスポーツなどを通し、夏休みのよい
思い出を作りました。

差別をなくす町民集会

カワスポ 体育館防災キャンプ

７月

９日

７月

23・24日



2016. ９. １　川西23

⑧夏フェスタを成功さ
せ、川西町の夏を暑く
盛り上げたスタッフ。
実行委員会のメンバー
をはじめとした各種団
体、ボランティアスタ
ッフの方々、この他た
くさんのスタッフの協
力によりすばらしい祭
となった。

①会場を盛り上げるカワスポダ
ンスをはじめとした様々なステ
ージイベント　②会場には模擬
店が立ち並び、来場者を楽しま
せた　③復興支援の祈りを込め
て点燈された燈花絵　④空中散
歩を体験できる熱気球　⑤毎年
恒例の貝ボタン積みあげ大会　
⑥川西町の夜空に咲いた大輪の
花火　⑦子ども神輿が会場を練
り歩き、祭りは一層の盛り上が
りを見せた　

①

②

③ ④ ⑤ ⑥

⑦

⑧

　

8
月
6
日（
土
）川
西
町

の
夏
に
欠
か
せ
な
い
イ
ベ

ン
ト
、
川
西
夏
フ
ェ
ス
タ

が
川
西
町
立
中
央
体
育
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
目
玉
の
熱
気
球

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

ミ
ニ
新
幹
線
、
燈
花
絵
、

毎
年
恒
例
の
貝
ボ
タ
ン
つ

み
あ
げ
大
会
を
は
じ
め
と

し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ラ
ス
ト
は
大

輪
の
花
火
が
川
西
町
の
空

を
彩
り
、
祭
は
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
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町
長
が
町
民
の
皆
様
と
直
接
、
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
で
、
町
政
に
対
す
る
考
え

方
や
ご
意
見
を
お
聴
き
し
今
後
の
町
政
運

営
の
参
考
に
す
る
た
め
に
、
6
月
か
ら
各

自
治
会
別
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
町
長
就
任
時
よ
り
の
取
組
を
町
民
の
皆

様
に
紹
介
し
、
広
く
意
見
を
聴
か
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
か
ら
、
各
自
治
会
で
頂
い
た
ご

意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�　

町
に
は
福
祉
避
難
所
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
河
川
水
位
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

わ
か
る
よ
う
に
な
る
と
良
い
の
で
は
な

い
か
。

答�　
現
在
、
福
祉
避
難
所
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
過
去
に
ぬ
く
も
り
の
郷
を
福
祉
避

難
所
に
出
来
な
い
か
検
討
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
施
設
の
入
居
者
以
外
の
人
ま

で
受
け
入
れ
る
こ
と
は
厳
し
い
と
判
断

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
設
備
や
人
材
の

点
か
ら
も
、
こ
の
施
設
が
最
適
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
指
定
管
理

者
の
い
わ
れ
会
と
調
整
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�　
ま
た
、
河
川
水
位
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
の
河
川
関
係
の
サ
イ
ト
を
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
付
け
す
る
な

ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
情
報
を
得
や
す

い
よ
う
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問�　
川
西
町
内
の
企
業
で
働
い
て
い
た
の

で
、大
阪
か
ら
川
西
町
に
家
を
買
っ
て
、

移
り
住
ん
で
き
た
。
町
内
で
働
く
場
所

が
あ
れ
ば
、
転
入
者
も
増
加
す
る
の
で

は
な
い
か
。

答�　
町
で
は
、
企
業
誘
致
を
進
め
る
こ
と

で
雇
用
を
生
み
出
し
、
人
口
増
加
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問�　
リ
サ
イ
ク
ル
掲
示
板
に
つ
い
て
、
写

真
が
あ
れ
ば
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
役
場
に
行
か
な

く
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
写
真
つ
き
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ッ
プ
し
て
は
ど
う
か
。

答�　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
ま
す
。

問�　
町
と
し
て
「
見
守
り
隊
を
拡
充
」
し

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
に
任
せ
る

の
で
は
な
く
、
町
と
し
て
も
意
識
啓
発

な
ど
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答�　

見
守
り
隊
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

意
識
啓
発
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
組
織
体
制
や
支
援
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問�　
ぬ
く
も
り
の
郷
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及

び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
運
営
を
い
わ
れ

会
の
指
定
管
理
に
し
た
の
は
ど
う
い
っ

た
理
由
か
ら
か
。
認
定
こ
ど
も
園
を
誘

致
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答�　
委
託
か
ら
指
定
管
理
に
替
え
る
こ
と

で
、
企
業
努
力
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
り
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

�　
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
誘
致
に
つ

い
て
も
、
既
存
の
保
育
所
と
競
争
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問�　
学
童
保
育
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
？

答�　
住
民
ニ
ー
ズ
・
評
判
も
高
く
、
運
営

時
間
の
延
長
、
対
象
や
定
員
の
拡
大
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

問�　
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答�　
現
在
、
23
の
民
間
事
業
所
に
ご
協
力

い
た
だ
き
高
齢
者
を
見
守
る
体
制
づ
く

り
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
な
る

強
化
・
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

川西町
タウンミーティング

川西町の
「今」 そして「これから」を
語り合っています

出屋敷自治会

南吐田自治会

ハッピータウン自治会

唐院自治会

９月号で紹介する自治会

6
月
15
日

ハ
ッ
ピ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会

6
月
18
日

唐
院
自
治
会

7
月
1
日

出
屋
敷
自
治
会
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問�　
駅
前
整
備
の
具
体
的
な
進
め
方
に
つ

い
て
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

答�　
平
成
28
年
か
ら
5
ヵ
年
で
計
画
を
進

め
て
お
り
、南
北
に
あ
る
踏
切
の
拡
幅
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
拡
張
、
東
側
か
ら
駅
へ
の

ア
ク
セ
ス
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　
ま
た
、
駅
舎
に
つ
い
て
は
、
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
住
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
駅
舎
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問�　

空
き
家
の
割
合
は
町
全
体
で
何
％

か
。
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答�　
国
に
お
い
て
空
家
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
本
町

で
も
昨
年
度
に
実
態
調
査
を
お
こ
な
っ

た
と
こ
ろ
、
１
８
６
件
の
空
き
屋
対
象

物
件
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
川
西
町

内
に
お
け
る
全
家
屋
数
か
ら
見
る
と
約

３
％
に
な
り
ま
す
。空
き
家
の
対
応
は
、

個
人
の
財
産
に
な
り
ま
す
の
で
所
有
者

が
お
こ
な
う
こ
と
が
前
提
で
す
が
、
町

と
し
て
も
重
要
な
施
策
と
し
て
利
活
用

や
除
却
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

問�　
結
崎
ネ
ブ
カ
は
商
工
会
が
頑
張
っ
て

知
名
度
向
上
に
努
め
て
き
た
が
、
評
判

ば
か
り
先
行
し
て
生
産
が
間
に
合
っ
て

い
な
い
。
今
後
も
結
崎
ネ
ブ
カ
の
生
産

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
町
が
主
体

的
に
農
業
法
人
化
を
進
め
て
い
け
な
い

か
。

答�　
結
崎
ネ
ブ
カ
の
知
名
度
の
向
上
に
は

商
工
会
及
び
Ｊ
Ａ
で
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

�　
結
崎
ネ
ブ
カ
の
生
産
維
持
に
つ
い
て

は
、
町
で
は
側
面
的
な
支
援
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
支
援
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問�　
天
理
王
寺
線
の
歩
道
に
た
く
さ
ん
の

草
が
生
え
て
い
る
。
見
て
美
し
い
街
・

環
境
の
良
い
街
に
す
る
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答�　
天
理
王
寺
線
に
つ
い
て
は
県
管
理
な

の
で
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

�　
ま
た
、
9
月
4
日
に
町
内
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
予
定
し
て
い
る
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問�　
川
ス
ポ
や
体
育
協
会
な
ど
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
次
の
世

代
の
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
は
資
格
や
講
習
が

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
費
用
も
個
人
負

担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
町
と
し
て

支
援
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

答�　
体
育
協
会
や
川
西
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

も
含
め
、
町
内
に
は
様
々
な
団
体
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
同

じ
問
題
で
悩
ま
れ
て
い
ま
す
。
行
政
と

し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
で
き
る
か

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問�　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
・
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答�　
教
育
に
お
い
て
は
就
学
前
教
育
が
大

切
で
あ
る
と
い
う
研
究
レ
ポ
ー
ト
も
あ

り
、
幼
稚
園
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ

の
円
滑
な
接
続
を
目
指
す「
幼
小
連
携
」

を
県
と
共
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
幼
稚

園
の
プ
ー
ル
な
ど
を
改
修
し
、
そ
の
他

も
順
次
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

問�　
寺
川
に
水
位
計
が
設
置
さ
れ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
秦
庄
の
よ
う
に
避
難
判
断
水

位
の
基
準
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

答�　

以
前
か
ら
奈
良
県
へ
陳
情
し
て
お

り
、
早
期
実
現
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
陳
情
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問�　
企
業
誘
致
で
今
の
倍
以
上
の
企
業
用

地
の
拡
幅
を
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
用

地
造
成
に
よ
る
内
水
問
題
で
南
吐
田
が

一
番
影
響
を
受
け
る
。
内
水
対
策
は
十

分
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�　
ま
た
、企
業
誘
致
を
進
め
る
に
当
た
り
、

内
水
・
振
動
・
騒
音
・
道
路
交
通
な
ど

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
周
囲

の
環
境
保
全
に
つ
い
て
十
分
に
配
慮
し

て
い
た
だ
か
な
い
と
同
意
で
き
な
い
。

答�　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
、
エ
リ
ア
を
決
め
る
段
階
で
事
業
の

詳
細
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後

事
業
を
進
め
る
中
で
頂
い
た
意
見
に
は

十
分
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次号（広報10月号）では、結崎団地自治会、美幸自治会、北吐田自治会、
上吐田自治会のタウンミーティングで頂いた意見を紹介する予定です

7
月
9
日

南
吐
田
自
治
会
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夏
野
菜
　
味
付
け
せ
ず
に
　
煮
込
み
た
る

　
　
ス
ー
プ
の
味
は
　
意
外
と
甘
し

岸
田 

悦
子

ミ
ル
ク
味
の
　
あ
め
玉
口
に
　
れ
ろ
れ
ろ
と

　
　
動
か
し
な
が
ら
　
今
日
も
五
千
歩

中
垣
　
幸
子

炎
天
を
　
下
校
の
子
ら
の
　
行
軍
よ

　
　
ラ
ン
ド
セ
ル
背
に
　
み
な
俯
き
て

堀
本
　
玲
子

　
　
川
西
短
歌
会

■
広

報
川

西
　

第
560号

　
平

成
28年

９
月

１
日

発
行

　
■

発
行

　
奈

良
県

川
西

町
　

■
編

集
　

川
西

町
役

場
総

務
部

総
合

政
策

課
/奈

良
県

磯
城

郡
川

西
町

大
字

結
崎

28―1　
☎

0745―44―2213　
■

橋
本

印
刷

株
式

会
社

朝ごはんを食べて「体の目覚ましスイッチＯＮ」
　野菜や果物は、ビタミン・ミネラル・食物繊維を
多く含み、目覚めた体の調子を整えます。ビタミン
やミネラルが不足すると、体内での代謝がスムーズ
に行われなくなるため、体調が崩れやすくなります。
朝からも野菜や果物を摂って、体の調子を整えまし
ょう。

〜健康かわにし21〜

かぼちゃのコロコロサラダ

材料（４人分）

作り方
❶�　��かぼちゃはさいの目に切り、ラップをして
　　電子レンジで加熱し（５００ｗで約３分）、
　　冷ます。
❷　きゅうりもさいの目に切っておく。
❸　卵は固ゆでにし、粗く切っておく。
❹　❶、❷、❸をマヨネーズ、塩・こしょうで
　　和える。

１人分エネルギー……９４kcal
　　　　　　塩分……０．３ｇ

おいしく朝ごはんを食べよう

FINE　SMILE ☆ 募集中！
申し込みは総合政策課まで

☎０７４５−４４−２２１３

かぼちゃ……………………………… ２００ｇ
きゅうり……………………………… １/ ２本
卵…………………………………………… １個
マヨネーズ…………………………… 大さじ２
塩、こしょう……………………………… 少々

  阿
あ べ

部　姫
ひ

月
づき

ちゃん
お姉ちゃんと
仲良くしてね！

　　　　　　　　　　	 （前月比）
人　口／8 , 6 7 9人	 （－11人）
　　男　4 , 1 8 9人	 （－8人）
　　女　4 , 4 9 0人	 （－3人）
世帯数／3 , 5 5 5世帯	（－3世帯）
※内訳　転入　13人	 転出　19人
　　　　出生　 4人	 死亡　 8人
	 その他減　1人

（平成2８年８月１日現在）

家庭ごみ（町収集分）の排出状況
平成28年７月分家庭ごみ（町収集分）の排出状況

問合せ　住民保険課　☎0745（44）2611

排出量（ｔ） 前月比（％）前年同月（％）

可　燃 135.27 107.1 93.6

不　燃 12.55 116.7 120.4

資　源 7.71 117.4 130.0

お詫び
　広報川西8月号17ページでご案内しました「反戦・
平和展2016」の展示期間の最終日の記載に誤りがあ
りました。暑い中、ご来場いただいたにもかかわらず、
ご観覧いただけなかった方には誠に申し訳ございま
せんでした。今後、このようなことがないよう十分
気を付けていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　川西町人権教育推進協議会
　　　　　　　　　　　☎0745－44－2214

FINE　SMILE 


